
は

じ

め

に

写真 I

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
和
蘭
緒
言
』
を
や
っ
と
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
か
ね
て
予
想
し
て
い
た
と
お
り
、

す
ば
ら
し
い
賓
料
で
あ
る
。
資
料
の
記
述
内
容
が
そ
う
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
資
料
に
登
場
す
る
人
物
も
時
代
も
す

ば
ら
し
い
の
で
あ
る
。
多
年
、
資
料
探
訪
に
た
ず
さ
わ

っ
て
き
て
、
こ
う
し
た
第
一
級
の
資
料
に
出
逢
う
こ
と
は
、
ご
く
ま
れ
で
あ
り
、

開
巻
の
興
幣
は
ま
こ
と
に
学
者
名
利
に
尽
き
る
も
の
で
あ
る
。
親
し
く
考
察
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
図
因
館
当
局
に
心
か
ら
謝

意
を
表
し
た
い
。
ま
ず
本
書
の
体
裁
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

①
写
本
一
巻
、
巻
子
本
仕
立
で
、
故
勝
俣
詮
吉
郎
先
生
旧
蔵
u

（
函
架
番
号

②
外
題
は
墨
書
き
で
、
＾
和
蘭
緒
言
＞
、
内
恐
も
同
じ
。
上
質
の
烏
の
子
紙
使
用
。
り
っ
ば
な
も
の
で
あ
る
。

③
巻
末
の
識
語
は
、
〈
右
和
蘭
緒
言
一
巻
姫
路
少
将
源
忠
恭
朝
臣
之
書
也

山
路
之
徽
『
和
蘭
緒
言
』
の
考
察

I

蘭
語
学
史
上
の
新
資
料
|
ー
_

山
路
之
徽

『
和
閥
緒
言
』

伏
乞
密
写
之

写
真
で
わ
か
る
よ
う
に
さ
な
が
ら
一
巻
の
免
許
皆
伝
の
秘
伝
書
の
ご
と
く

の
考
察

文
庫

8
.
C
6
6
5
)
（
写
其
ー
参
照
）

等
随
俊
術
回
〉
と
あ
る
。

杉

本

つ

と

む
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じ
山
路
之
徽
の
撰
述
で
、
内
容
的
に

ー

も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
た
だ
同
書
は
冊

子
で
あ
り
、
若
干
異
な
る
記
述
も
あ

っ
て
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
注
意
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
雑
誌
に
報
告
ず
み
な
の
で
、
今
回

は
特
に
比
較
し
て
吟
味
す
る
こ
と
は

し
て
い
る
が
、
本
書
と
ま
さ
し
く
同

で
あ
る
。
そ
し
て
箱
入
り
で
あ
る
が
、

そ
の
箱
書
き
に
は
、
本
書
が
群
馬
県

の
某
氏
が
所
蔵
し
て
お
り
、
高
野
長

英
と
も
深
い
関
連
が
あ
っ
た
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
伝

来
の
確
か
さ
と
、
関
連
人
物
に
興
味

を
そ
そ
ら
れ
る
。

既
に
十
五
年
ほ
ど
前
、
わ
た
く
し

は
、
本
書
と
類
似
し
た
『
蘭
学
緒
言
』

（写本

一冊
本
）
を
天
理
図
書
館
で
拝
見

-2-



山
路
之
徽
『
和
曲
緒
言
』
の
考
察

編
者
と
楽
山
・
忠
恭

本
書
は
、
冒
頭
に
＾
和
蘭
緒
言

ー

写真 l11

山
路
平
之
徽
編
撰
＞
と
あ
る
よ
う
に
、

か
と
い
う
と
、
地
理
書
の
翻
訳
と
い

之
徽
も
何
の
た
め
に
蘭
学
を
学
ん
だ

の
見
方
か
と
思
う
。
そ
し
て
実
は
、

て
い
る
点
で
、
こ
れ
ま
た
当
時
一
般

的
に
は
『
采
覧
異
言
』
を
と
り
出
し

定
ま
っ
た
評
価
か
と
思
う
し
、
具
体

の
祖
と
考
え
る
こ
と
は
、
当
時
ほ
ぼ

注
意
し
て
お
き
た
い
。
白
石
を
蘭
学

ヲ
発
＞
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
も
、

が
、
序
で
、

＾
白
石
先
生
采
覧
異
言

な
っ
た
動
機
や
目
的
は
明
瞭
で
あ
る

之
徽
が
本
書
を
執
筆
す
る
よ
う
に

割
愛
し
た
。
ま
た
別
に
＾
山
路
之
徽
の
蘭
語
学
＞
と
し
て
、
両
書
を
は
じ
め
、
全
体
的
見
通
し
に
よ
る
一
文
を
ま
と
め
て
お
い
た
。

山
路
之
徽
の
ま
と
め
た
著
述
で
あ
る
。

之
徽
は
ユ
キ
ョ
‘
ツ
と
読
む
。
そ
こ
で
こ
の
人
物
に
つ
い
て
ま
ず
吟
味
し
て
お
こ
う
。

ト
云
フ
地
理
ノ
書
ヲ
著
‘
ソ
聞
学
ノ
緒

-3-



は
り
か
な
り
知
ら
れ
た
人
物
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

上
で
引
用
し
た
中
に
、

病
死
仕
候

う
志
か
あ
っ
た
故
ら
し
い
。
即
ち
、

天
理
凶
忍
節
所
蔵
の
『
蘭
学
緒
言
』
の
序
で
は
、

判
し
、
且
つ
オ
ラ
ン
ダ
語
の
習
得
の
困
難
を
の
り
き
る
自
信
を
示
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
C

（
前
略
）
漢
字
ノ
ミ
ヲ
用
ュ
ル
ノ
地
闘
ハ
日
本
朝
鮮
等
ノ
ミ

ニ
テ
其
用
甚
小
ナ
リ
天
下
萬
國
公
用
ノ
地
理
書

二
非

ス
今
予
之
ヲ

？
ラ
ッ
ド

遠
源
‘
ソ
テ
和
閲
本
國
ニ
テ
制
ス
ル
所
ノ
地
理
書
ヲ
校
閲
シ
悉
ミ
ク
地
名
物
産
等
ヲ

IE
、
ゾ
之
二
附
ス
ル
ニ
漢
字
國
字
ヲ
以
テ
、
ソ
筵

ツ
ラ
ブ
ド

ニ
天
下
萬
園
公
用
ノ
地
理
脳
説
ヲ
述
ン
ト
欲
ス
之
ヲ
編
ス
ル

ノ
本
ハ

全
ク
和
歯
ノ
文
字
言
語
ヲ
習
熟
ス
ル

ニ
在
リ
之
ヲ
習
フ
1

道
ナ
キ
ニ
非
ス

『党
政
詰
家
重
修
諮
』
に

よ
る
と
、
安
永
七
年
(
-
D
3

〈
)
に
、

ヽヽ
記
』

の
＾
評
定
所
仙
者
山
路
久
次
郎
＞
な
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
回
書
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
マ
マ
）

費
暦
十
庚
辰
年
五
月
九
日
部
屋
仕
必
暦
作
測
蜀
御
用
向
是
迄
父
測
左
衛
門
相
勒
候
通
手
偲
可
相
勒
依
之
御
扶
持
方
五
人
扶
持
被

下
置
旨
堀
山
相
模
守
殿
被
仰
渡
旨
松
平
頼
母
申
渡
明
和
三
丙
戌
年
七
月
十
八
日
初
而

御
目
見
被
仰
付
安
永
二
癸
巳
年
三
月
七
日
父
雑
左
衛
門
跡
式
無
相
述
被
下
硲
旨
於
菊
之
間
御
老
中
御
列
座
松
平
右
近
賂
監
殿
被

（
マ
マ
）

仰
渡
小
普
訪
組
堀
田
三
六
郎
支
配
二
罷
成
同
一―
-ITI
午
年
十
一
月
十
二
月
久
印
飢
敷
馬
支
配
二
罷
成
同
六
丁
酉
年
五
月
三
日
許
定

所
勒
役
儒
者
被
仰
付
並
之
通
御
役
料
五
拾
俵
被
下
硲
候
旨
於
御
右
箪
部
屋
縁
類
田
沼
士
殿
頭
殿
被
仰
渡
同
七
戊
戌
年
正
月
晦
日

本
書
の
は
じ
め
に
＾
山
路
平
＞
と
あ
る
の
は
、
山
路
家
が
平
氏
の
出
C11
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
c

序
で
＾
和
蘭
人
卜
天
文
暦
数
ノ
事
ヲ

洲
論
ス

V
と
あ
る
よ
う
に
、
父
親
は
か
の
有
名
な
山
路
主
住
（
通
称
は
久
次
郎
で
親
子
と
も
同
じ
で
あ
る）

て
、
そ
の
和
算
家
と
し
て
の
実
力
と

令
名
は
こ
こ
で
贅
言
を
要
し
ま
い
。
し
た
が
っ
て
之
徽
も
和
算
や
天
文

・
暦
な
ど
の
研
究
に
等
念
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
方
面
で
は
や

安
永
二
年

(
-芸―-
）
に

八
父
浦
左
術
門
跡
式
無
相
違
被
下

五
十
歳
で
死
没
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
J

れ
は
ま
た
『
天
文
方
代

シ
ナ
で
訳
し

て
い
る

ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
理
書
を
批

- 4-



先
府
君

和
閲
緒
言

に
も
こ
の
点
の
記
述
は
な
い
。
せ
い
ぜ
い
父
、

路
の
人
び
と
と
の
接
触
も
あ
り
、

J

う
し
た
新
し
い
之
徽
の
学
問
の
一
端
が
、

本
書
、
『和

9

血
旨
＞
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
年
に
父
の
跡
を
つ
い
た
こ
と
か
わ
か
る
。
論
末
に
作
成
し
た
＾
江
戸
初
期
蘭
学
者
の
生
存
期
間
比
較
一
虹

表
＞
で
了
解
で
き
る
よ
う
に
、
江
戸
の
蘭
学
の
初
期
に
属
し
、
青
木
昆
陽
、
野
呂
元
丈
、
前
野
歯
化
、
杉
田
玄
白
な
ど
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ

の
人
物
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
本
出
に
登
場
す
る
人
物
名
か
ら
も
判
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
天
文
方
代
ミ
記
』

こ
れ
ま
で
蘭
学
や
閑
語
学
と
の
関
連
で
考
察
記
述
さ
れ
た
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

団

山
路
主
住
の
子
と
し
て
数
学
に
励
ん
だ
と
い
う
点
の
み
で
あ
る
。
こ
の
点
、
本
魯
は
新
し

い
山
路
之
徽
像
と
い
っ
た
も
の
を
示
し
て
余
り
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
的
実
謹
厳
、
き
わ
め
て
謙
譲
な
人
で
あ
っ
た
と
い
う
父
、
主

ヨ
リ
ュ
キ

住
の
学
風
と
性
格
を
受
け
て
、
之
徽
も
ま
た
あ
ま
り
目
立
っ
こ
と
が
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
し
か
し
父
か
久
留
米
藩
主
、
有
馬
頼
憧
の
数

学
の
師
で
あ
り
、
改
暦
や
天
文
方
の
有
名
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
繰
府
の
事
業
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
か
ら
、
早
く
か
ら
蔀
主
や
幕
府
要

ま
た
之
徽
自
身
も
許
定
所
勤
役
偏
者
と
し
て
、
仕
事
や
生
活
面
で
は
、
俗
に
い
う
日
の
あ
た
る
場
所
に

さ
て
こ
う
し
た
之
徽
が
、
実
は
以
下
紹
介
す
る
よ
う
に
、
青
木
昆
腸
や
野
呂
元
丈
と
と
も
に
、
江
戸
に
お
け
る
曲
語
学
の
基
礎
を
確
立

す
る
に
努
力
し
た
闇
学
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
弱
冠
の
こ
ろ
か
ら
、
参
府
の
閲
人
と
間
答
を
か
わ
し
、

習
っ
て
、
世
界
地
理
書
な
ど
も
翻
訳
し
た
有
力
な
閲
学
者
た
っ
た
の
で
あ
る
。

山
路
之
徽
『
和
蘭
緒
言
』
の
考
察

お
り
、
活
躍
で
き
る
場
を
得
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

山
路
之
徽
に
つ
い
て
は
、

オ
ラ
ソ
ダ
文
字
や
そ
の
発
音
を

蘭
緒
言
』
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
序
文
に
あ
た
る
と
こ
ろ
を
抜
き
出
し
て
み
よ
う
（
写
真
II
参
照
）
。
表
記
は
統
一
し
た
。

山
路
平
之
徽
編
撰

徳
廟
ノ
命
ヲ
娯
リ
年
と
朝
頁
ノ
和
閲
人
二
交
ル
小
子
之
傲
弱
冠
ノ
時
ョ
リ
府
君
二
従
テ
相
庚
二
和
歯
人
ト
一
ミ
天
文
暦
数
ノ
事

（ママ）

ヲ
闘
論
ス
初
メ
番
字
及
ヒ
彼
國
ノ
背
韻
ヲ
知
ラ
ズ
象
脊
二
依
テ
通
朔
ス
先
キ
ニ
白
石
先
生
采
覧
異
言
卜
云
フ
地
理
ノ
魯
ヲ
著
‘
ソ
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右
の
品
述
で
ま
ず
目
に
つ
く
こ
と
は
、

＾
友
人
楽
山
前
野
氏
V
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

楽
山
は
い

う
ま
で
な
く
前
野
良
沢
（
蘭
化
）
の
号

カ

ナ

蘭
學
ノ
緒
ヲ
痰
ト
イ
ヘ
圧
惟
ミ
惟
ミ
國
字
ヲ
以
テ
地
名
ヲ
諄
ス
ル
ノ
ミ
惜
ラ
ク
ハ
字
晋
ノ
學
二
及
ハ
サ
ル

1

ヲ
野
呂
幸
円
木
雨
氏

此
學
二
意
ア
リ
ト
イ
ヘ
圧
評
家
他
フ
ル

言
ヲ
耳
ニ
シ
テ
國
字
ヲ
以
テ
書
記
ス
ル
ノ
ミ
之
徽
薦
リ
其
ノ
趙
舌
鳥
語
ノ
如
ク

ナ
ル

ヲ

憂
へ
家
學
ノ
暇
二
彼
國
ノ
字
昔
ヲ
學
ヒ
掴
々
二
十
許
年
順
々
然
ト
シ
テ
略
ミ
其
緒
ヲ
探
索
‘
ど
遂
二
此
紺
二
及
ヘ
リ
曰
ク
吾

國
二
於
テ
和
蘭
ノ
文
聡
ヲ
預
リ
聞
ク
モ
ノ
鮮
シ
牟
吾

邦
文
連
之
盛
ナ
ル
今
也
都
下
二
番
字
ヲ
知
ル
モ
ノ
多
｀
ソ
然
レ
片
皆
野
呂
碍
木
両
氏
及
吾
倍
等
ノ
濶
振
ナ
ル
モ
ノ
也
子
絃
友
人
架

山
前
野
氏
此
學

二
敏
ニ
シ
テ
夙
夜
工
夫
遂

二
以
テ
彼
國
ノ
字
音
ノ
學
ヲ
躯
ヒ
得
テ
既

二
彼
國
ノ
書
ヲ
手
自
二
折
中
ス
ル

ニ
至
レ

テ
ナ
ラ
ヒ

リ
之
二
頼
テ
蔽
疑
質
正
シ
テ
和
歯
小
學
ノ
道
及
ヒ
昔
韻
ノ

1

ヲ
序
テ
且
ツ
専
ラ
天
文
暦
数
二
切
ナ
ル

1

ヲ
述
シ
及
ヒ
萬
類
ノ
名

ヲ
習
口
是
□
學
フ
ノ
階
梯
ヲ
著
‘
ゾ
以
テ
不
朽
二
致
ス
箕
二
架
山
子
之
功
哉

で
あ
る
。

し
か
も
楽
山
に
つ
い
て
、
之
徽
は
A
遂
二
以
て
彼
国
ノ
字
音
ノ
学
ヲ
学
ヒ
得
テ

：
·
：
•
Vと
あ
る
か
ら

、

楽
山
が
聞
語
の
初
歩
を

い
ち
お
う
マ
ス
タ

ー
し
て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
楽
山
自
か
ら
が
語
る
よ
う
に
、
A
蒸
四
十
八
ョ
リ
コ
レ
ヲ
学
デ
今
歳

犬
馬
ノ
齢
六
十
九
：・・:
>
 C
楽
山
が
最
上
徳
内
に
与
え
た
書
翰
。
『
前
野
閲
化
』
所
収
）
と
い
う
記
録
か
ら
い
く
と
、
本
書
は
、
楽
山
の
四
十
八

歳
即
ち
明
和
七
年
(
-
老
0
)

以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ち
ょ
う
ど
昆
陽
死
没
の
翌
年
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
年
に
、
楽
山
は
長
崎
遊
学
を

し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
さ
す
れ
ば
本
書
の
成
立
は
明
和
七
年
以
後
の
、

う
こ
と
に
な
る
。
現
代
知
ら
れ
て
い
る
一
番
古
い
楽
山
の
も
の
は
『
蘭
訳
窒
』
で
、

し
か
も
、
楽
山
か
か
な
り
蘭
語
に
精
通
し
た
時
と
い

A
明
和
辛
卯
仲
夏
＞
成
立
と
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

明
和
八
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
記
述
を
お
っ
て
い
く
と
、
明
和
七
年
か
ら
閲
語
を
習
っ
た
人
間
が
、
明
和
八
年
に
蘭
文
法
書

ー
—
よ
し
ご
く
簡
単
な
入
門
書
で
は
あ
っ
て
も
ー
を
著
述
し
た
こ
と
に
な
る

。

し
か
し
こ
れ
は
、
従
来
の
説
を
ふ
ま
え
た

故
に
出
て
き

た
矛
盾
で
あ
る
。
こ
と
に
楽
山
ほ
ど
の
人
物
が
そ
う
し
た
軽
卒
な
言
動
を
す
る
は
ず
が
な
か
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
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（
一
七
究
）
よ
り
死
没
の
間
に
あ
る
こ
と
は
ま
ず
確
実
で
あ
ろ
う
。

い
る
よ
う
な
楽
山
の
蘭
語
学
習
時
期
こ
そ
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
、

昆
陽
に
つ
い
た
時
期
も
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
早
い
の
に
疑
い
な
い
と
思
う
。
之
徽
す
ら
二
十
年
余
も
蘭
人
に
つ
い
て
学
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
明
和
七
年
云
々
に
は
蘭
化
自
身
の
一
種
の
虚
構
が
あ
り
、
宝
暦
年
間
そ
の
半
ご
ろ
に
は
学
習
に
着
手
し
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
明
和
八
年
こ
ろ
か
ら
あ
る
い
は
楽
山
が
自
信
も
っ
て
蘭
語
を
習
い
お
ぼ
え
た
と
発
言
で
き
た
と
い
う
こ
と

で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
さ
て
お
い
て
、
す
く
な
く
と
も
本
書
は
、
楽
山
が
よ
く
蘭
語
に
通
じ
て
い
た
と
記
述
は
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
あ
り
、

ま
さ
か
こ
う
し
た
性
質
の

お
そ
ら
く
、
も
っ
と
早
い
時
期
に
学
習
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
り
、

し
か
も
実
は
後
述
の
よ
う
に
、
本
書
は
明
和
七
年
以
前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
確
実
な
証
拠
が
あ
る
。

そ
れ
は
本
書
の
識
語
の
＾
姫
路
藩
主
、
源
忠
恭
V
の
こ
と
か
ら
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
藩
主
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
源
忠
恭
こ

9
ダズ・・`

と
酒
井
忠
恭
は
安
永
元
年
（
一
老
―
-
）
、
六
十
三
歳
で
死
没
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
書
写
し
た
の
は
、
そ
れ
以
前
で
あ
り
、
さ

ら
に
本
書
の
成
立
i

之
徽
の
執
箪
時
期
ま
で
考
慮
す
る
ー
ま
で
考
え
る
と
、
安
永
元
年
よ
り
二
年
前
の
明
和
七
年
成
立
と
は
ど
う
し

て
も
考
え
に
く
い
。
忠
恭
が
何
歳
の
時
に
書
写
し
た
か
は
残
念
な
が
ら
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
姫
路
藩
主
と
な
っ
た
寛
延
二
年

次
に
、
何
の
た
め
に
書
写
し
た
か
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
こ
う
し
た
方
面
に
、
忠
恭
が
関
心
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

之
徽
の
初
め
て
御
目
見
得
を
得
た
年
、
明
和
三
年
(
-
P
六
も
あ
た
り
を
考
え
る
と
、

書
物
を
死
際
に
書
写
な
ど
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
明
和
三
年
ご
ろ
、
即
ち
忠
恭
が
五
十
七
、

え
る
方
が
妥
当
す
る
か
と
思
う
。
と
す
る
と
、
楽
山
の
間
語
学
習
も
必
然
的
に
さ
ら
に
早
い
時
ー
ー
＇
『
蘭
訳
釜
』
で
、
自
身
が
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、

お
そ
ら
く
忠
恭
自
身
も
、

八
歳
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
書
写
と
考

A
弱
齢
ノ
時
＞
で
あ
る
ー
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
本
書
は
ま
た
昆
陽
な
ど
も
活
躍
し
て
い
た
こ
ろ
に

山
路
之
徽
が
記
述
し
た
著
述
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
本
書
の
執
筆
契
機
な
ど
を
考
え
る
と
、
野
呂
元
丈
な
ど
も
在
世
し
て
い

た
こ

ろ
か
も
知
れ
な
い
。
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

山
路
之
徽
『
和
蘭
緒
言
』
の
考
察
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と
成
立
と
目
的

本
書
の
成
立
を
推
測
す
る
も
の
と
し
て
は
、

ヲ
闘
論
ス

V
と
あ
っ
た
り
、

及
ヘ
リ
＞
と
あ
る
点
か
考
慮
で
き
る
。
ま
す
、
後
者
の
記
事
の
＾
二
十
計
年
＞
を
仮
に
明
和
七
年
か
ら
二
十
年
さ
か
の
ぼ
っ
た
時
と
す
る

一
七
五

0
年
ご
ろ
、
即
ち
、
宝
暦
元
年
（
一蛍
一
）
の

こ
ろ
に
な
り
、

時
＞
と
い
う
表
現
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

別
の
比
較

一
覧
表
で
わ
か
る
よ
う
に

、
元
丈
も
約
六
十
歳
で
生
存
し
て
お
り
、

刺
語
学
習
を
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
U

他
の
人
た
ち
と
の
関
連
を
考
え
て
妥
当
す
る
か
と
思
う
。
序
で
、
＾
都
下
二
番
字
ヲ
知
ル

モ
ノ
多

固

シ
、
然
レ
圧
皆
野
呂
青
木
両
氏
及
吾
僻
備
派
ナ
ル
モ
ノ
也
＞
と
述
べ
て
い
る
点
と
も
一
致
し
よ
う
。
新
井
白
石
の
あ
と
、
昆
陽
や
元
丈
が

参
府
の
蘭
人
に
蘭
語
を
習
い
、
さ
ら
に
之
徽
や
歯
化
が
こ
れ
に
つ
ぐ
と
い
っ
た
順
が
よ
く
史
的
に
も
了
解
い
く
で
あ
ろ
う
。
楽
山
は
之
徽

よ
り
六
蔵
年
上
で
あ
り
へ
之
徽
と
違
っ
て
、
片
手
間
で
な
し
に
蘭
語
を
勉
強
し
、
加
え
て
長
崎
遊
学
も
し
て
い
る
か
ら
、

一
段
と
歯
語
学

習
に
進
歩
が
あ
っ
て
、
之
徽
が
楽
山
に
質
正
し
て
、
本
喜
を
書
き
あ
げ
た
と
い
う
の
も
自
然
で
あ
る
。
之
徽
が
楽
山
を
友
人
と
呼
ん
だ
り
、

昆
陽
、
元
丈
に
も
氏
と
呼
ん
で
い
る
点
、
と
も
に
蘭
人
に
つ
い
て
閑
語
を
学
習
し
た
仲
間
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

さ
ら
に
〈
都
下
二
番
字
ヲ
知
ル
モ
ノ
多
シ
〉
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
江
戸
で
の
閲
語
学
習
は
も
早
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
推
論
か
ら
、
本
書
は
山
路
之
徽
が
二
十
三
歳
ぐ
ら
い
か
ら
、
参
府
の
閾
人
に
つ
い
て
蘭
語
を
学
習
し
、

し
て
、
約
二
十
年
後
、
明
和
七
年
以
前
に
楽
山
、
前
野
良
沢
に
質
正
し
て
書
き
あ
げ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
年
齢
的
に
は
約
四
十

二
、
三
歳
の
こ
ろ
の
も
の
で
あ
ろ
う

で
あ
る
。
時
に
忠
恭
は
お
よ
そ
五
十
七
、

2
 

ま
ず
、

之
徽
が

二
十
三
歳
の
こ

ろ
と
な
る
。
J

れ
は
前
者
の
＾
弱
冠
ノ

A
弱
冠
ノ
時
ョ
リ
府
君
二
従
テ
相
与
二
和
閣
人
卜
天
文
暦
数
ノ
事

＾
彼
国
ノ
字
音
ヲ
学
ヒ
指
々

二
十
許
年
順
々
然
ト
シ
テ
略
ミ
其
緒
ヲ
探
索
シ
遂

二
此
挙

ニ

ま
た
自
学
自
習

そ
し
て
成
立
し
た
そ
の
こ
ろ
す
ぐ
に
、
姫
路
藩
主
の
洒
井
忠
恭
が
こ
れ
を
書
写
し
た
と
い
う
こ
と

八
歳
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
之
徽
が
＾

二
十
許
年
＞
と
い
う
の
を
、
厳
密
に
二
十
年
と
し
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て
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
な
い
か
ら
、
む
し
ろ
忠
恭
の
年
齢
を
考
慮
す
る
と
、
さ
ら
に
五
、
六
年
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
明
和
初
年
か
ら

五
年
ぐ
ら
い
の
間
を
想
定
す
る
こ
と
も
、
あ
る
い
は
可
能
か
と
思
う
C

蘭
化
が
第
二
の
長
崎
遊
学
を
し
た
明
和
七
年
よ
り
、

二
、
三
年
前

と
す
る
こ
と
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
本
書
は
、
蘭
化
の
『
曲
訳
塗』

よ
り
さ
ら
に
数
年
さ
か
の
ほ

っ
た

こ
ら
の
成
立
で
あ
り
、

く
江
戸
で
の
最
初
の
オ
ラ
ソ
ダ
語
入
門
書
と
い
っ
て
も
よ
い
。
し
か
も
例
の
『
歯
学
専
始
』
な
ど
に
は
つ
い
ぞ
書
か
れ
て
い
な
い
重
要
な

史
実
を
本
書
が
語
っ
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

7
 

三
年
（
一
七
空
ハ
）
と
い
う
従
来
の
説
も
疑
わ
し
い
こ
と
に
な
る
。

そ
の
友
人
で
あ
る
閑
化
か
、
そ
れ
よ
り
十
五
年
ほ
ど
も
後
に
や
っ
と
歯
人
に
接
し
た
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
昆
陽
に
帥
事
し
た
こ
と
も
確

か
で
あ
る
か
ら
、
昆
陽
の
紹
介
で
も
蘭
人
に
接
す
る
機
会
は
蘭
化
に
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
本
書
の
執
筆
の
こ

ろ
蘭
化
の
蘭
語
学
が
之
徽
の

い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
を
独
学
と
は
考
え
難
い
の
で
‘
既
に
明
和
三
年
以
前
に
闇
人
に
接
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
し
、
第
一

回
の
長
崎
遊
学
も
と
げ
て
い
た
と
批
定
し
た
い
。
こ
れ
は
か
な
り
巫
要
な
問
題
な
の
で
別
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

い
し
、
『
鎮
国
時
代
の
世
界
地
理
学
』
（
鮎
沢
伯
太
郎
）
に
も
見
え
な
い
。

初
の
本
格
的
な
翻
訳
地
理
書
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
し
こ
れ
に
つ
い
て
も
十
分
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
J

之
徽
の
地
理
学
者
と
い
う
こ
と

も
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
服
要
な
面
で
あ
る
し
こ
れ
に
つ
い
て
も
考
察
が
終

っ
た
の
で
次
の
様
会
に
発
表
し
た
い
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
、
医
学
書
や
天
文
学
出
‘
さ
ら
に
本
草
祖
を
読
む
た
め
の
蘭
語
学
が
ま
ず
考
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
之
徽
の
出
現
に
よ

っ
て
、
地
理
盈
を
読
み
解
く
た
め
の
閲
語
学
習
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
蘭
語
学
史
上
、
そ
の
独
自
な
意
義
を
評
価
し
た
い
。
そ
し

山
路
之
徽
『
和
蘭
緒
言
』
の
考
察

J

う
し
て
つ
い
に
之
徽
は

『
万
国
地
理
図
説
』

蘭
化
や
山
村
才
助
の
翻
訳
に
先
立
つ
も
の
で
、
お
そ
ら
く
日
本
で
最

を
翻
訳
脱
稿
す
る
の
で
あ
る
。

之
徽
の
こ
の
地
理
書
は
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
な

す
く
な
く
と
も
、

之
徽
が
宝
暦
初
年
か
ら
参
府
の
蘭
人
に
接
し
て
お
り
、

前
野
蘭
化
が
、

は
じ
め
て
参
府
中
の
蘭
人
に
接
し
た
の
が
、

明
和

そ
の
体
裁
か
ら
い
け
ば
、
ま
さ
し
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て
、
漢
字
表
記
で
は
つ
い
に
狭
い
地
域
の
日
本
、
朝
鮮
ぐ
ら
い
に
通
用
す
る
だ
け
で
、

識
も
之
徽
か
な
か
な
か
洞
察
に
富
み
、

る
と
思
う
。
し
か
も
当
時
の
学
問
書
一
般
の
文
体
か
ら
考
え
て
、
漢
文
体
を
と
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
に
、

ま
じ
り
文
）
を
も
っ
て
訳
述
す
る
と
い
う
前
向
き
の
方
法
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
へ
ん
ま
で
考
え
て
く
る
と
、
之
徽
は
単
な
る
評
定

所
儒
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
化
人
と
し
て
、
知
識
人
と
し
て
、

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
鎖
国
時
代
の
閉
じ
ら
れ
た
日
本
の
中
で
、
そ
の
志
向
は
開
国
や
世
界
へ
と
ま
っ
す
ぐ
に
進
ん
で
い
る
。
視
野
の
広
い

有
力
な
学
者
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
真
に
日
本
の
あ
る
べ
き
、
進
む
べ
き
方
向
を
認
識
し
た
学
者
が
、
宝
暦
明
和
の
間
に
出
現

し
た
こ
と
は
、
近
代
日
本
の
形
式
に
お
い
て
、
大
い
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
が
『
蘭
学
事
始
』
に
欠
落
し
て
い
る
の
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
従
来
の
対
蘭
学
認
識
と
研
究
に
お
い
て
、
重
要
な
歴
史
の
一
部
分
の
空
白
で
あ
り
、

酒
井
忠
恭
と
蘭
学

自
戒
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

3
 

A
天
下
万
国
公
用
V
の
役
に
た
た
ぬ
と
い
う
認

よ
く
世
界
や
国
家
の
あ
る
べ
き
あ
り
方
を
認
識
し
、
予
見
し
て
い
た
学
者
と
称
す
る
こ
と
が
で
き

日
本
と
日
本
人
の
た
め
に
先
達
と
な
ろ
う
と
し
た
進
歩
的
学
究
の
徒
と
い

わ
た
く
し
た
ち
の
責
任
を
反
省
、

さ
て
右
の
よ
う
な
『
和
蘭
緒
言
』
が
、
姫
路
藩
主
、
酒
井
忠
恭
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
と
い
う
点
も
、
き
わ
め
て
興

味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
忠
恭
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

＾
漢
字
国
字
＞
（
漢
字
か
な

関
が
原
の
役
の
後
、
上
野
国
前
橋
一二
万
石
に
加
増
さ
れ
た
酒
井
雅
楽
助
正
親
を
祖
に
も
つ
。
寛
延
二
年
（
一
七
究
）
、
姫
路
藩
に
転
封
に
な
っ

た
（
初
代
に
相
当
す
る
）
延
享
元
年
（
石
器
）
よ
り
寛
延
二
年
（
一
七
究
）
ま
で
幕
府
老
中
と
い
う
要
職
に
つ
い
て
い
る
。
忠
恭
の
嫡
孫
に
忠
以

•
忠

因
が
あ
り
、
後
者
は

A
酒
井
抱
一
＞
（
一
竺
芹
）
で
あ
る
（
後
述
参
照
）
0

右
の
う
ち
、
延
享
二
年
ー
寛
延
二
年
ま
で
、
老
中
の
要
職
に
あ
っ
た
こ
と
は
一
考
に
価
し
よ
う
か
。
老
中
と
い
う
の
は
、
現
代
の
各
省
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大
臣
以
上
の
役
柄
で
、
総
理
大
臣
に
も
匹
敵
す
る
そ
う
で
あ
る
。

か
も
上
で
考
え
た
よ
う
に
、

か
な
り
晩
年
に

l

し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
た
注
目
す
べ
き
点
t

あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
A
姫
路

藩
主
＞
と
あ
る
か
ら
、
忠
恭
が
移
封
を
命
ぜ
ら
れ
た
寛
延
二
年
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
老
中
職
は
去
っ
て
い
る
。
し
か
し
三
十
五
歳
の
若

さ
で
、
老
中
に
任
ぜ
ら
れ
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
る
こ
と
も
、
彼
が
普
通
の
人
物
で
な
い
こ
と
を
も
の
語
っ
て
い
よ
う
。
し
か
し
不
思
議
な

こ
と
は
、
河
出
書
房
の
『
日
本
歴
史
大
辞
典
』
に
は
、
こ
の
忠
恭
だ
け
見
あ
た
ら
な
い
し
、
一
般
に
忠
恭
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他、

福
井
久
蔵
『
諸
大
名
の
学
術
と
文
芸
の
研
究
』
（
昭
和
十
二
年
）
に
も
た
だ
、
＾
姫
路
侯
酒
井
忠
恭
鷺
山
と
号
す
。
文
名
あ
り
し
が
興
正
木
利
充

序
な
ど
の
外
所
見
な
し
＞
（
五
九
八
ペ
ー
”
ノ
）
と
簡
単
に
あ
っ
か
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
最
近
の
『
姫
路
藩
の
人
物
群
像
』
（
穂
戟勝
次
郎
）
に
も
、

ほ
と
ん
ど
注
目
す
べ
き
記
事
を
の
せ
て
い
な
い
。
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

忠
恭
が
正
確
に
何
歳
の
時
に
本
雷
を
書
写
し
た
か
断
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
上
で
考
え
て
み
た
よ
う
に
、

間
と
考
え
る
の
に
、

五
十
五
歳
よ
り
六
十
歳
の

ほ
ぼ
ま
ち
が
い
は
な
か
ろ
う
。
と
す
る
と
、
現
代
流
に
い
う
と
、
定
年
退
職
後
に
こ
の
方
面
に
情
熱
を
燃
や
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
忠
恭
が
、
何
時
ご
ろ
か
ら
オ
ラ
ソ
ダ
語
に
胆
味
を
も
ち
、
学
習
す
る
よ
う
な
志
を
た
て
た
か
を
考
え
る

こ
と
と
つ
な
が
る
。
彼
が
老
中
に
な
っ
た
延
享
元
年
に
天
文
台
を
神
田
佐
久
闇
町
に
建
て
た
り
、
同
三
年
に
は
長
崎
貿
易
を
オ
ラ

ン
ダ
船

二
隻
、
中
国
船
十
隻
に
制
限
す
る
な
ど
の
こ
と
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
彼
が
寛
延
二
年
、
姫
路
に
移
封
さ
れ
る
前
年
に
、
姫
路
藩
は

全
藩
に
わ
た
っ
て
、
減
免
を
要
求
す
る
農
民
一
揆
が
お
こ
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
あ
る
い
は
忠
恭
の
政
治
力
が
か
わ
れ
て
、
移
封
さ
れ

た
か
も
知
れ
な
い
。

わ
た
く
し
は
忠
恭
を
決
し
て
過
大
評
価
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
あ
く
ま
で
事
実
に
忠
実
に
記
述
す
る
こ
と
を
心

か
け
て
い
る
が
、
忠
恭
に
関
し
て
、
従
来
の
記
述
は
あ
ま
り
に
貧
弱
で
あ
る
，
本
書
を
通
読
し
て
、
こ
れ
を
書
写
し
た
底
に
な
み
な
み
な

ら
ぬ
忠
恭
の
向
学
心
を
見
る
の
で
あ
る
。
も
し
彼
個
人
の
向
学
心
と
い
う
こ
と
か
ら
で
は
な
い
と
し
て
も
、
幕
府
の
最
高
責
任
者
だ
っ
た

人
物
が
、
か
か
る
外
国
語
の
学
習
入
門
書
を
害
写
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
幕
府
の
政
治
姿
勢
や
、
要
職
に
い
た
い
わ
ば
日
本
の
プ
レ
イ
ン

山
路
之
徽
『
和
蘭
緒
言
』
の
考
察

そ
う
し
た
人
物
が
、

自
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
の
入
門
書
を
手
写
i

し
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和
糊
緒
言

み
た
い
の
で
あ
る
。

4
 

の
開
明
性
ま
で
も
垣
間
見
る
こ
と
か
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
し
こ
れ
を
も
し
単
に
幕
藩
休
制
の
補
弥
鉛
に
出
て
い
る
と
評
す
べ
き
で
あ

ク
ダ
モ
チ

ろ
う
か
。
上
で
あ
げ
た
が
酒
井
忠
恭
の

三
男
、
忠
仰
の
子
に
化
政
期
の
瑞
名
な
画
家
、
芸
術
家
で
あ
る
酒
井
抱
一
が
い
る
。
彼
が
宋
紫
石

に
つ
い
た
と
い
わ
れ
、
蘭
画
修
業
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
抱

一
の
芸
術
志
向
に
も
、
あ
る
い
は
祖
父
に
あ
た
る
忠
恭
な
ど

の
影
響
が
直
接
、
間
接
に
あ
っ
た
と
推
測
す
る
の
は
必
す
し
も
妄
想
と
は
い
え
ま
い
。

こ
う
し
て
本
書
が
酒
井
忠
恭
に
書
写
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
の
重
み
は
、
十
二
分
に
評
価
吟
味
す
べ
き
か
と
思
う
。
日
本
の
近
代
化
と
幕

府
重
臣
の
進
歩
性
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
十
八
世
紀
が
近
代
日
本
の
歴
史
の
上
で
果
す
意
味
も
再
評

価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
1

そ
の
他、

諸
点
に
つ
い
て
は
専
門
の
歴
史
家
に
ゆ
ず
る
。
今
は
こ
う
し
た
事
実
を
よ
く
考
え
て
、
閑
語
学
史

上
の
本
書
の
位
飯
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
視
代
ま
で
伝
え
て
く
れ
た
忠
恭
や
そ
の
他
の
人
び
と
の
こ
と
を
考
え
て

さ
て
こ
の
忠
恭
の
雷
写
し
た
も
の
を
ひ
そ
か
に
転
写
し
た
の
が
、
本
書
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
い
う
と
、
本
書
は
之
徽
の
『
和
蘭
緒
言
』

、
、
、、

を
直
井
忠
恭
か
古
写
し
た
と
い
う
小
実
か
判
明
す
る
だ
け
で
、
忠
恭
が
書
写
し
た
そ
の
も
の
は
別
に
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
が
も

し
も
出
視
し
た
ら
と
願
う
こ
と
も
切
で
あ
る
J

そ
し
て
こ
の
転
写
の
主
、
A
等
随
俊
桁
＞
に
つ
い
て
は
、
ど
う
い
う
人
物
か
判
明
し
な
い
。

八
伏
乞
＞
と
あ
る
か
ら
、
直
接
忠
恭
に
頼
ん
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
瑞
、
同
じ
志
の
人
物
で
あ
ら
う
か
。

＾
等
随
＞
と
は
珍
姓
に
属
す
る

で
あ
ろ
う
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
の
う
ち
に
判
明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
諸
兄
姉
の
御
教
示
を
願
っ
て
お
く
。

構
成
と
内
容

本
辺
の
内
容
構
成
を
、
わ
た
く
し
な
り
に
分
類
し
て
み
る
と
、

ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
な
る
。
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右
を
青
木
昆
陽
の

『
和
蘭
文
字
略
考
』
（
羞
翌〗
店
）
と
比
較
す
る
と
記
述
の
方
式
で
頬
似
し
て
お
り
、
あ
っ
か
っ
て
い
る
内
容
も
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
し
た
だ
同
書
に
は
単
語
も
あ
げ
て
い
る
が
、
本
書
は
、
文
字
と
綴
り
、
発
音
を
示
す
の
み
で
終
っ
て
い
て
、
ご
く
甚
本
の
み
で

あ
る
。
ま
た
、
前
野
曲
化
の
『
閲
訳
裕
』
と
比
較
す
る
と
、
記
述
の
方
式
は
異
な
る
が
、
説
明
の
表
視
や
内
容
は
ほ
ほ
同
じ
て
あ
る
。
た

だ
や
は
り
閾
化
の
も
の
に
は
、
単
語
や
短
文
か
あ
る
点
で
異
な
る
。
両
也
と
本
四
と
を
比
較
し
た
と
こ

ろ
で
は
、
記
述
の
方
式
が

O
印
で

箇
条
書
き
的
な
点
な
ど
は
、
昆
陽
と
の
直
接
的
関
連
を
路
め
る
こ
と
が
て
き
る

考
ま
で
に
『
和
蘭
文
字
略
考
』
（
油
印
木
に
よ

る
）
か

ら
引
用
し
て
示
し

て
お
い
た
。

0
和
閾
ハ
文
字
二
義
訓
ナ
・
ソ
文
字
僅
二

ニ
十
五
字
ヲ
以
テ
用
ヲ
成
ス
ク

ト

ヘ
ハ
吾
邦
伊
呂
波
四
十
七
字

ニ
テ
用

ヲ
成
ス
カ
如
‘
ゾ

（
一
和
應
は
ア
ベ
セ
デ
・
・
・
・
・
・

・
：二
十
五
字
ヲ
寄
合
セ
テ
用
ル
ナ
リ
大
抵
我
國
ノ
伊
呂
波
ノ
如
ツ
韮
止

5立
咋
〗
〗
匹
犀
応
い
[
包

0
和
聞
二
十
五
文
字
ノ
飽
名
ヲ
ア
ベ
セ
ト
云
フ
ァ
ベ
セ
ハ
ニ
十
五
字
ノ
上
ノ

三
字
ノ
名
ナ
ル
ユ
ヘ
此
三
字
ヲ
以
テ
ア
ペ
セ
ト
琥
ス

此
際

ニ
テ
阪
名
四
十
字
ヲ
伊
呂
波
卜
云
フ
ガ
如
シ
°

＊
右
の
注
記
双
行
を
参
照
せ
よ

9

9
9
ド
テ
ナ

ラ

ヒ

0
書
籍
ノ

1

ヲ
ブ
ー
ク
ト

云
フ
和
閑
小
學
ノ

1

ヲ
占
タ
ル
也
斜
ヲ
ア
ベ
‘
フ
ー
ク
ト
云
フ

（和
曲
ニ
テ
書
物
を
プ
ウ
ク
と
云
）

字

印
刻

字

曳

れ

字
・

文
〇

レ
ッ
テ
レ
ン
ニ
四
腸
ア
リ
曰
ク
ド
ル
ュ
ク
レ
ッ
テ
ル
曰
ク
ホ
ウ
フ

ト
レ
ソ
テ
ル
曰
ク
メ
ル
ク
、

レ
ッ

テ
ル
曰

ク
テ
レ
ッ
キ
、

字

符

敷

字

符

駿

字

ッ
レ
テ
ル

此
四
腔
ヲ
用
ュ

此
ノ
外
二
別
閤

二
様
ア
リ
曰
ク
セ
イ
ヘ
ル

、

レ
ッ
テ
ル
曰
ク
テ
ー
ケ
ン

、
レ

ッ
テ
ル
此
二
様
ト
モ
ニ

山
路
之
徴
『
和
閾
緒
言
』
の
考
察

切
絹
図
。

二
、
切
韻
i

セ
イ
ラ
ベ
ン
と
呼
ぶ
音
節
の
こ
と
。

一
、
和
ljM
の
文
字
：
L
‘

七
イ
ヘ
ル

レ
ッ
テ

ル

4
‘
算
数
文
字
（
数
字
）

〇
序

レ
ッ
テ
ル

文
字
の
数

2
、
呼
称

テ
ー
ケ
ソ
レ
ッ
テ
ル

5
、
奇

字

ま
ず
冒
頭
の
も
の
か
ら
示
し
て
み
よ
う
。

レ

（
）
内
に
参

ト
レ
ュ

ク
・
レ
ッ
テ
ル
ほ
か
数
種
の
字
体
を
具
体
的
に
示
す
。

3
、
字
休

1

l
、
五
十
音
図
を
横
文
字
で
表
記
し
た
切
韻
図

2
、
字
音
を
学
ぶ
た
め
の
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ル
V
に
も
、
具
休
例
と
し
て
は
五
体
を
あ
げ
、

ヽ

＾
ホ
ー
フ
ト

レ
ッ
テ
ル

V
は
一
休
、
A
メ
ル
ク

以
上
で
両
者
の
相
関
は
推
量
で
き
る
か
と
思
う
、

走

六
腔
ナ
リ
此
外

ニ
ロ
ー
フ
ン
、

字

レ
ッ
テ
ル
ト
云
フ

テ
走
筆
ノ
開
ア
レ

片
別

ニ

走

曳

二
憫
ト
ハ
成
‘
ゾ
カ
タ
シ
蓋
シ

ロ
ー

フ
レ
ハ

テ
レ
ッ

キ
ト
同
一
腔
ナ
リ
（
和
蘭
文
字
三
腔
ア
リ
簗
ノ
如
キ
を
ド
ル
ク
レ
ッ

ト
ル
と
云
幻
戸
豆
_
幻
[
い

[
m
板
行
飢
ノ
如
キ
ヲ
メ
ル
ク
レ

ッ
ト
ル
と

云

認

い

配
5
昇
と
云
コ
ト
ナ
リ
草
ノ
如
キ
を
テ
レ
ッ
キ
レ
ソ

ト
ル
と
云

5
い恥

-m汀
E
7
り
,
い
[
心
改
咋
改
幻
卒
字
ノ
（
後
略
）
／
一

和
剥
文
字
―
―
―
饒
一
橙

ゴ
ト
ニ
敷
憫
ア
リ
此
書
敦
書
観
タ
ル
暢
ヲ
記
ズ
／
一
ロ
ー
フ
ソ
は
早
書
ノ
コ

ト
ニ

テ
甚
ダ
諮
ガ
タ
キ
ュ
ヘ
記
ズ
一

和
蘭
ニ
ア
ベ
セ
デ
ニ
十
五
字

の
外
二
員
敷
の
字
ア
リ
）

浜

切

領

字

殴

〇
諮
誦

ノ
1

ヲ
レ
ー
セ
ン
ト
云
フ
／
〇
切
韻
ノ

1

ヲ
セ
イ
ラ
ベ
ン

ト
云
フ
（
後
略
）
字
學
ノ

1

ヲ
ン

ケ
レ
ー
ヘ
ソ

ト
云
フ
窟
字
ノ

紅．

純
稲
ナ
リ
今
コ

、二

文
字
ヲ
古
ク

1

ヲ
ハ
｀
ゾ
ケ
レ
ー
フ
ト
云
（
和
閑
ニ
テ
書
こ
と
を
｀
ゾ
ケ
レ
イ
ヘ
ン
と
云
訊
こ
と
を
レ

ー
セ
ン

と
云
寄
合
せ
の
こ
と
を
セ
イ
ア
ペ
ン
と
云
ナ
リ
）

レ
ッ
テ
ル

V
は
二
体
を
あ
げ
る
な
ど
合
計
三
体
の
み
の
『
和
閑
文
字
略
考
』
よ
り
は
る
か
に
豊
か
で
あ
る
。
＾
テ
ー

ケ
ン
レ
ッ

テ
ル
V
は

ア
リ
ュ
ス

8̂
白
羊
＞
な
ど
＾
十
二
宮
ノ
記
号
V
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
和
聞
文
字
略
考
』
（
以
下
『
文
字
略
』
と
略
称
）
に
な
い
。

ネ
ノ
中
ノ
墨
ヲ
尽
ン
ガ
為
二
書
ス

化
の
『
和
聞
訳
文
略
』
に
き
わ
め
て
近
い
と
い
え
る
J
A
◆

ハ
ピ
ュ
ン
ク
ト
ト
云
フ
段
落
ナ

リ
／
是
ハ

。ヒ
ュ
ン
ク
ト

ニ
用
ュ
コ
レ
ハ
゜
ヒ

ン

8
 

(
r

こ

。ヒ
ン
ネ
ハ
ヲ
ラ
ト
ノ
岡
筆
也
＞
な
ど
、
い
ず
れ
も
蘭
化
の
も
の
と
共
通
し
た
記
述
で
あ
る
。

ま
た
191 

＾
セ
イ
ラ
ペ
ン

V
を
＾
切
韻
＞
と
訳
し
て
い
る
点
は
、
『
文
字
略
』
て
＾
セ
イ
ア
ベ
ソ
／
寄
合
せ
の
こ
と
＞
と
訳
し
て
い
る
の
と
異
な
る
。

説
明
用
語
か
ら
は
、
蘭
化
の
諸
作
品
と
共
通
し
て
い
て
、
ま
さ
し
く
蘭
化
の
指
禅
を
得
た
こ
と
が
わ
か
る
。

^
A
ァ

•
E

ン

ヱ
•
I

イ

・

〇
ヲ

．

uソュ
V
の
順
で
五
十
音
図
に
準
じ
て
示
し
て
い
る
＾
切
韻
図

V
の
図
表
も
蘭
化
の
『
和
閑
訳
文
略
』
や
『
和
蘭
訳
答
』
に
類
似

す
る
。
た
だ
、
蘭
化
は
＾

A
．
E
.
I
.
o
.
ce
.
u
.
y
>
な
ど
と
配
列
さ
れ
て
い
る
点
が
や
や
異
な
る
。
こ
の
点
は
『
文
字
略
』
の

文
字
の
字
体
に
つ
い
て
い
え
ば
、

J

う
し
た
点
で
は
、
蘭

レ
ッ

テ
ル
V
は
二
体
、
A
テ
レ
ッ
キ

本
書
は
同
じ
八
ド
ル
ク
（
ド
リ
ュ
ク
と
も
表
記
）

レ
ッ
テ
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乃
ヲ
ラ
ソ
ト

ニ
テ
字
昔
ヲ
學
プ
ノ
法
左
二
記
ス
ル
セ
イ
ラ
ペ
ン
ノ
諮
ヲ
暗
誦
セ
シ
ム
ル

1
也
予
年
ミ

し
て
い
る
。
現
存
の
蘭
化
の
も
の
に
は
こ
れ
が
見
え
な
い
が
、

右
の
説
明
で
、
図
譜
は
原
書
か
ら
借
用
し
た
こ
と
、
蘭
人
か
ら
音
を
習
っ
た
こ
と
、
楽
山
に
質
正
し
た
こ
と
な
ど
之
徽
の
学
習
の
根
拠

が
わ
か
る
。
さ
ら
に
＾
字
母
＞
と
の
組
合
せ
を
、

A
Abebibobub
>
な
ど
と
示
す
。
こ
れ
は
、

『
文
字
略
』
の
＾
abebibobub
>
と
一
致

お
そ
ら
く
『
和
蘭
訳
文
略
』
が
完
本
と
し
て
出
現
す
れ
ば
こ
れ
が
見
ら
れ

る
と
思
う
。
大
槻
玄
沢
の
『
蘭
学
階
梯
』
に
ほ
ぼ
同
一
の
図
譜
が
採
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
之
徽
が
独
自
に
作
成
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

本
書
の
記
述
‘
そ
の
用
語
、
構
成
を
検
討
す
る
と
、
昆
陽
と
蘭
化
の
も
の
を
結
ぶ
中
間
的
作
品
で
あ
る
と
断
定
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

い
わ
ば
昆
陽
ー
之
徽
ー
蘭
化
と
い
う
初
期
江
戸
の
蘭
語
学
の
流
れ
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
昆
陽
蘭
化
の
流
れ
を
補
う
に
十

分
な
賓
料
的
価
値
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、
蘭
化
玄
沢
へ
の
流
れ
を
補
う
点
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
や
や
資
料
不
足
に
悩

ま
さ
れ
て
き
た
り
初
期
の
江
戸
の
蘭
語
学
習
の
実
態
が
、
か
な
り
明
確
に
な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
十
分
な
検
討
、
吟
味
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
昆
陽
の
も
の
と
の
比
較
を
主
と
し
、
蘭

也

OI 

^
a
e
i
o
u
v
の
方
に
近
い
。
蘭
化
は
そ
れ
ら
を
や
や
進
展
さ
せ
て
い
る
と
受
け
と
れ
る
の
で
あ
る
。
紙
数
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
最

後
に
＾
セ
イ
ッ
ラ
プ
＞
と
あ
る
切
韻
の
図
譜
（
写
其
m
を
参
照
）
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
図
譜
の
説
明
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

和
蘭

〇
夫
レ
ヲ
ラ
ン

ド
之
セ
イ
ラ
ベ
ソ
ヲ
學
フ
ニ
ハ
先
ッ
彼
國
ノ
昔
字
卜
名
字
ト
ヲ
能
ミ
熟
得
‘
ゾ

テ
而
後
ニ
モ
イ
ラ
ベ
ン
ヲ
學

ヒ
得
ベ

カ

ナ

カ

ヘ

シ

シ
此

レ
ヲ
學
プ
ノ
法
吾
邦
ノ
五
十
音
ノ
瑕
名
反
切
二
略
ミ
同
ン
（
後
略
）

韻

〇
彼
國
字
立
自
ノ
書

ニ
ア
ベ
フ
ー
ク
ト
云
フ
小
肌
子
ア
リ
ア
ベ
セ
ニ
十
五
字
ノ
諸
閥
ヲ
載
ス
其
中

ニ
セ
イ
ラ
ベ
ン

ト
テ
吾

韻

字
文
ノ
如
ク
字
譜
ヲ
載
ス
彼
胴
ノ
童
蒙
ハ
此
セ
イ
ラ
ベ
ン
ヲ
以
テ
字
躯
ノ
初
メ
ト
ス
故

二
今
コ
レ
ヲ
絃

二
載
ス
蓋
｀
ゾ
切
韻
之
譜

山
路
之
徽
『
和
閾
緒
言
』
の
考
祭

ヲ
學
ヒ
粗
ミ
其
端
貌
ヲ
記
得
‘
ゾ
且
ッ
之
ヲ
同
學
繁
山
前
野
氏

二
正
セ
リ

9

9
ッ
ド

朝
貢
ノ
和
蘭
人
二

之

邦
五
十
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~!) (1() (9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1)註
化
の
も
の

と
の
比
較
は
す
こ
し
ふ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
筆
者
の
関
係
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
e

小
論
「
閲
化
を
め
ぐ
る

二
つ
の
新
資
料
」
（
武
栽
野
女
子
大
紀
槻
八
号
）
を
参
照
。

贔
治

日
本
数
学
史
』
、
『
日
本
の
和
算
』
（
平
山
諦
）
な
ど
を
参
照
。

『
蘭
学
緒
言
』
の
庁
て
は
、

＾
前
野
氏
楽
山
先
生
＞
と
呼
称
し
て
い
る
。
こ
れ
は
＾
安
永
乙
未
四
年
＞
に
成
立
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
蘭
訳
釜
』
で
は
、
＾

況
齢
ノ
時
＞
か
ら
蘭
語
に
関
心
を
も
ち
学
習
し
て
い
る
と
記
述
し
て
い
る
。
小
論
の

＾
蘭
化
前
野
良
沢
の
蘭
語
学
＞
に
詳

述
し
た
（
未
発
表
）
。

＾
麗
派

V
の
意
味
は
原
殺
と
や
や
異
な
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、

こ
こ
は

派
出
シ
タ
ぐ
ら
い
の
意
で
用
い
た
と
思
う
。

前
野
閑
化
の
長
崎
遊
学
に
つ
い
て
も
従
来
と
異
な
る
私
見
が
あ
る
。

杉
本
つ
と
む
『
蘭
学
事
始
』
（
社
会
思
想
社
）
の
註
記
を
参
照
。

＾
セ
イ
ヘ
ル
レ
ッ
テ
ル

＞
に
つ
い
て
、

＾
正
体

・
略
体

・
時
計
之
体

・
数
之
記
＞

と
分
け
て
示
し
、

'-
か
ら
十
億
ま
で
を
蘭
語
と
と
も
に
あ
げ
て
い
る
。
さ
す
が
は

数
学
者
で

、

昆
腸

•
閲
化
に
ま
さ
っ
て
い
る
。

た
だ
し
＾
字
ヲ
寄
セ
テ
音
ヲ
生
ス
ル

「
也
＞
と
説
明
（
欄
外
）
が
み
え
る
。

＾
キ
リ
ン
ク
レ
ッ
テ
ル
（
韻
字
）
／
メ
デ
キ
リ
ソ
ク
レ
ッ
テ
ル
（
連
韻
字
）
、
ス
ト

ッ
メ
（
同
上
）

＞
と
い
う

用
語
。
ま
た
音
節
の
結
合
を

＾
ク
サ
リ

＞
と
表
記
し
て
い

る
点
は
、
昆
陽
ー
聞
化
の
も
の
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
両
者
の
類
似
は
細
部
て

も
か
な
り
一
致
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

ア
行
音
を

＾
能
生
音
＞
そ
れ
以
外
を

＾
所
生
音
＞
と
も
呼
ぶ
。
蘭
化
と
同
じ
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）

品 illl学者の生存期間比較ー＇紅表
正 ,;,: 宝明汝’
迂ー 保.. I仔 ー 和 ー ＊ —

元竺 二竺 元瓦元芸元店
., .. 二 9し 年— 年"年ニ

: j :'I  
I I 

1751(68) , 
'' 'I  
I 

匹 169 8'' 1769(!21
• I '""' ' ' 

I I ,, 
I 1761(69) I 

I 
蘭化1723 • I 
, I I ' 

之徴 1729 1778(50) 
, • I I 1 

: . : I I 
'1772(63) 

I 
源内】729 I 1779(51) 
: : I I 

玄白1733
; : l : 

玄沢1756
1 』 I : 

I '' : 

3
 ，
 

6
 

ー

4

丈

戻
八
四

8

1江

6
 

＇ 

ー宗

ti
菜
ご

吉

＇ ， 
＇ ＇ ＇ ， ， ， ， 
＇ 忠恭辛
' 
＇ ＇ 
＇ ＇ ' ＇ I 
＇ ヽ
＇ ＇ 

『§年三， 
， 
I ， 
I 
I 
I 

' ， 
' ， 
' ' I 
1803(81) 
I 

I 
I 

I 

' ， 
I 

I ， 
I 

' ， 
I 

I 1817(85) ， 
' 1827(71) I , 
， 

ー16-


